
作成日： R8 年２月 20 日 

 

令和 7 年度 第 1１回 高松圏域自立支援協議会 相談支援部会 議事録 

 

日付 令和 8 年２月 1９日(木) 

時間 9：20～10：50 

開催会場 かがわ総合リハビリテーション福祉センター 2 階 第 1 研修室 

参加機関等 障害者生活支援センターたかまつ、地域生活支援センターこだま、

障害者生活支援センターあい、障害者地域生活支援センターほっ

と、障害者相談支援センターりゅううん、地域活動支援センタークリ

マ、支援センターこがも、相談支援事業所ライブサポートセンター、障

害者相談支援センターつなぐ、相談支援事業所おりがみ、相談支援

事業 COMPASS サポート、自立ケアシステム香川、高松市社会福祉

協議会障がい者相談支援センター、相談支援事業所 We、SCC 相談

支援センター昭和町、相談支援センターフリーダム、シシィ相談支援

事業所、相談支援センターペンタス、ごーサポ、児童発達支援センタ

ーKusu の木、相談支援事業所ラピッド、相談支援事業所 La 

pause、相談支援事業所 リガード、フォースター、ハグ、高松市障が

い福祉課、高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点 

                             順不同 計３１名 

 

 

 

＜事業所 PR 他お知らせ＞ 

内容 〇 B 型 Mydo 伏石 メタバース空間を利用して、在宅でも就労可 

               SNS に特化した作業 

〇 2 月末閉所   支援センターこがも、シシィ相談支援事業所 

〇 3 月開所     テシマ相談支援事業所、 

相談支援事業所フォースター 

             相談支援事業所ハグ 

〇 高松市社会福祉協議会障がい者相談支援センター 1 名増員  

議題１： 計画相談の受け入れについて 

内容 ・6 ヵ所の事業所が受け入れ要相談 

議題２： 困ったことや、相談ごとなど 

内容 〇前回報告した、車椅子の支給決定が遅いケースについて、他にも

同様のケースがあれば、情報提供して欲しい 

〇児の支援の際に、自宅訪問してアセスメントをする時間が、営業時

間外になることがほとんどである 解決策はないか？ 

⇒変形労働制を取ったり、フレックス制を取ったりしたらどうか 

議題３： 情報提供・共有 

内容 〇来年度の相談支援専門員の実態調査について  

⇒3 月中旬に、全事業所宛に調査依頼のメールを送信します 

〇高松市より、児の更新に関するお知らせと、移動支援に関する変



 

 

 

 

次回予定 

日時：R8 年 3 月 19 日（木）9：20～10：50 

場所：かがわ総合リハビリテーション福祉センター 

2 階 第 1・２研修室 

内容：年間の振り返り

 

 

更についてのお知らせを各事業所あてにメールで通知します 

〇各エリアミーティング報告等 

・中核 2/16 実施 今年度の振り返りと、来年度の計画検討   

相談以外の事業所も含めての GSV も検討 

・高松東三木 1/19 実施 近況報告と、事例検討（詐欺被害につ 

いて） 来年度について検討 

・たかまつ 本日実施予定 振返りと、計画   

・高松南 3/17 振り返りと、GSV 予定 

議題４： 研修『協働体制について』 

内容 （1） 事前の質問について、高松市より回答 

 3 つの協働体制について紹介

（3） 質疑応答 

     ・自立支援協議会への参画は、グループ内で 1 人で良い 

     ・協働体制に、主任相談支援専門員の配置は必置ではない 

     ・高松市より、協働体制は良い取り組みだと考えるので、何か 

わからないことがあれば、随時相談に乗りますとのこと。 


